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島原半島・雲仙普賢岳：地質と地形
（Miyabuchi, 1999)
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Gomez & Wassmer, 2015

Park et al., 2026

噴火がおこした地形変化

ドローンSfM-MVS
Tsunetaka et al., 2021

噴火 噴火後

Tsunetaka et al., 2021

Park et al., 2026

土石流の発生閾値は 降雨強度 と 降雨量 の増大に伴い上昇する
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発生メカニズムの変化理由 河床（水で流れた）

ドレープ

火砕流・堆積物

Gomez et al., 2021

Gomez et al., 2021

⇒ 微粒子量の減少

Tsunetaka et al., 2021

時間とともに：
・流域の面積と形が変わっていく（Tsunetaka et al., 
2021）；

・微粒子が「さきに」流れて行って、粒径分布の平均が荒
くなる（Gomez et al., 2021）；

階段状態から滑らかな河床
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現在の土石流堆積物

が、２０２４年と２０２６
年でも土石流とその後
の土砂流堆積物が炭
酸谷に存在する。

（大海さんの発表）
上流側の河床浸食から、下流への堆積（５００ｍ～１，０００ｍ）
だが、河床勾配が摩擦度より低いです。

土石流のローブ
（２０２４）

壁が崩れて、階
段状を作成し
（２０２４）

後期更新世

「こうきこうしんせい」の土
石流堆積物
（写真２０１８）
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Ligrip02-lite

2024年６月

２０２４年６月と９月の差分

浸食と堆積現象で、滑らかな河床へ

C2C による地形変化 [m]
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崖錐の表面と内部構造

２００６年のガリー幅（河床から5ｍ） [m]

幅変化（２００６年－２０２４年）
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河床勾配と幅の変化率（２００６年－２０２４年）

平均河床勾配 [deg.]

“狭くなる”

“広がる”

“広がるだけ”

→ 狭くなったり、「ミックス」原書の理由は何故でしょうか？
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崖錐の発生原因の提案

溶岩ドームの大きい部分がガリーの
中にずれて、土砂とともに河床の階段
状を作成する。
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Gomez et al., 2023

崖錐の表面と内部構造

大海さんの
発表
ー＞

河床変化と
ともに浸食さ
れる

壁浸食の空間と時間分布
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“狭くなる”

“広がる”河床から10ｍ

Hovmoller graphic using a 50 m moving average window

河床から2ｍ 河床から5ｍ

砂防堰堤までの距離 [m] 砂防堰堤までの距離 [m] 砂防堰堤までの距離 [m]

壁の浸食と堆積「波」の速度＝5.5ｍ/y
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これからの調べ：

崖錐の種が出来た後、堆積率がど
ういうう風に変わる？

まとめ

𝐻𝑒𝑓𝑓＝
高+ Ｐブロックサイズ

幅 ∙ 𝑡𝑎𝑛𝜑

砂防堰堤までに流れていないのに土石流が存在
する；

壁の浸食原書が下流側に速度５．５ｍ/yで動いて
いる；

階段状が土石流の発生メカニズムに繋がる可能
性が非常に高井です；

崖錐の発生メカニズムが溶岩ドームのブロックで
スタート可能性が高いです。
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